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主導により1949年（昭和24） 2 月 8 日第二次公職資格訴願委員会が設置され、追放解除が促進
された13。朝鮮戦争やマッカーサー解任を経、日本政府は抜本的な追放解除を推進し、1951年（昭
和26） 5 月14日政令諮問委員会を設置して公職追放令の改編を企図、これを引き継いだ公職資
























































（人事 /2010/H 3 ）がある。②については、総理庁による審査前に審査を済ませたもの（人事
/2010/H5-1～5-15、但し旧規定による審査済の者を含む）、総理庁による審査のために作成さ




職資格審査関係（在職者）」（人事 /2010/H 7 ）が存在し、また、九級職以上の名簿の一部（人
事 /2010/H 8 、完全なものは人事 /2010/H 7 に所収）と八級職以下の名簿に適格指定を受けた
























































































































































































































労働法を専門とする法律学者で、1934年（昭和 9） 9 月に東北帝国大学法文学部講師に就任、
1938年（昭和13）に教授に就任し社会法論講座を担当した。戦後は、1952年 4 月から1954年（昭













































































6 	 増田弘『公職追放論』（岩波書店、1996年） 1頁。









15	 1946年 1 月28日直轄各部長・公私立大学高等専門学校長・地方長官宛官総 3号「公職ヨリ好マシカラサル
職員除去方ニ関スル件」、「公職ヨリ好マシカラサル職員除去方ニ関スル件」（人事 /2010/H 1 ）。
16	 1946年 2 月13日起案・ 2月14日発送各学部長・各研究所長・附属医院長宛秘97号「公職ヨリ好マシカラサ
ル職員除去方ニ関スル件」、「公職ヨリ好マシカラサル職員除去方ニ関スル件」（人事 /2010/H 1 ）。
17	 1946年 2 月 1 日起案・ 2 月 2 日発送宮城県知事宛秘160号「公職ヨリ好マシカラサル者ノ罷免及排除方ニ
関スル調査ノ件」、「公職ヨリ好マシカラサル職員除去方ニ関スル件」（人事 /2010/H 1 ）。






19	 1946年 2 月21日「東北帝国大学勅任官調」、「公職ヨリ好マシカラサル職員除去方ニ関スル件」（人事
/2010/H 1 ）。部局の内訳は理学部29、医学部17、工学部21、法文学部32、金属材料研究所 4、農学研究所
2、選鉱製錬研究所 1、科学計測研究所 3、高速力学研究所 1、非水溶液化学研究所 2、附属医院 1であ
る（「各部局勅任官調」、人事 /2010/H 1 、但し「東北帝国大学勅任官調」と合計は一致せず）。
20	「昭和二十二年勅令第一号による公職適格判定者調」、「公職資格審査判定綴」（人事 /2010/H 3 ）。
21	 1948年10月18日本省各局課（室）長・文部各庁長・直轄各部長・公立大学高等専門学校長宛発秘16号「公
職審査調査表提出に関する件」、「公職資格審査判定綴」（人事 /2010/H 3 ）。
22	 1949年 1 月17日起案・ 1月22日発送文部大臣官房秘書課長宛適189号「公職審査調査表提出について」、「公
職資格審査判定綴」（人事 /2010/H 3 ）。
23	 1949年 2 月28日起案・ 3月 1日発送文部大臣官房秘書課長宛適189号「公職審査調査表提出について」、「公
職資格審査判定綴」（人事 /2010/H 3 ）。
24	 1949年 3 月23日起案・ 3月19日発送文部大臣官房秘書課長宛適189号「公職審査調査表提出について」（起
案日・発送日は原文ママ）、「公職資格審査判定綴」（人事 /2010/H 3 ）。
25	「公職資格審査判定綴」（人事 /2010/H 3 ）。
26	 1950年12月11日本省各局課長・文化財保護委員会事務局長・直轄各部長・国立大学長宛国人第147号「教
職員の公職資格審査について」、「公職資格審査関係（在職者）」（人事 /2010/H 7 ）。
27	 適格審査室「教職員の公職審査について」、「公職資格審査関係（在職者）」（人事 /2010/H 7 ）。
28	「昭和二十六年一月　公職資格審査名簿（九級職以上）」「昭和二十六年一月　公職資格審査名簿」、「公職
資格審査関係（在職者）」（人事 /2010/H 7 ）。




























44	 以上、1946年 8 月14日起案・ 8月17日発送第九軍団司令官宛適42号「東北帝国大学教員適格審査委員会報
告」、〔連合軍への適格審査報告関係〕（人事 /2010/H14）。
























61	「適格審査室、大学事務局そのほかへの報告回答通知等」（石崎Ⅱ / 4 ）。『東北大学百年史八　資料一』206
～215頁に一部が翻刻されている。相良についての報告は当初廣濱にも提出される予定であったようであ
るが、貼紙で高橋宛に訂正されている。
62	「適格審査室、大学事務局そのほかへの報告回答通知等」（石崎Ⅱ / 4 ）。
63	「適格審査ニ関スル通牒・指示其他（公職適否関係ハ除ク）」（石崎Ⅱ / 3 ）。
64	 例えば、東北帝国大学理学部教員適格審査委員会の適格者名簿（人事 /2010/H18-2）からわかる判定日と、
理学部・硝子研究所の二級官の調査表（人事 /2010/H19-3・ 9 ）からわかる調査表の作成日を比較すると、
東北大学史料館紀要　第10号（2015. 3 ）14
理学部 8名・硝子研究所 3名のうち審査の後に調査表を作成したとわかる者が理学部 7名・硝子研究所 3
名である（いずれも審査は 7 月中に行われ、調査表の作成は 8 月中である）。理学部の 7 名には、審査委
員に選ばれた二級官 4名が含まれているが、審査記録（人事 /2010/H17-2）によれば 7 月 8 日の委員会で
「調査表ニヨリ逐次審議」されいずれも適格となったとされている。少なくとも、人事課文書に現存する
理学部教員適格審査委員会関係の調査表の多くは、審査に用いられたものではなく、審査の実際を示すも
のとは言い難い。
65	「調査表」（石崎Ⅱ /17）。
66	 東北大学史料館のウェブページ中「所蔵資料目録・データベース」（http://www2.archives.tohoku.ac.jp/
siryo-database.html）。人事課文書は「東北大学特定歴史公文書目録」、石崎文書Ⅱは「東北大学関係個人・
関連団体資料目録」を参照。
